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　書 　　評 　
高梨素子著
『後水尾院初期歌壇の歌人の研究』
酒 　井 　茂 　幸
　近世堂上歌壇の研究は、戦後立ち遅れていたが、一九八九年に
近世堂上和歌論集刊行会編『近世堂上和歌論集』
（明治書院）
の発
刊により多方面の研究課題が提起・集約され、一九九七年～一九九八年 『近世歌学集成』
（明治書院）
が刊行され、堂上派歌人の
聞書や歌学書の翻刻本文が整備された。研究書も鈴木健一『近世堂上歌壇の研究』
（汲古書院、一九九六年）
・上野洋三『元禄和歌史
の基礎構築』
（岩波書店、二〇〇三年）
・久保田啓一『近世冷泉派歌
壇の研究』
（翰林書房、二〇〇三年）
・大谷俊太『和歌史の「近世」 』
（ぺりかん社、二〇〇七年）
などの成果がもたらされた。こうした研
究動向の中で、高梨素子著『後水尾院初期歌壇の歌人の研究』が上梓され、近世堂上和歌研究に新たな焦点を結んでいる。
　本書は、後水尾院の在位時の宮廷歌壇において天皇の師となり
指導的役割を果たした、烏丸光広・三条西実条・中院通村 三者について、和歌御会へ 出詠・添削批評・古今伝受 古典講釈・家集編纂・歌風・紀行・同時代の評価などについて考究し、後水尾天皇初期歌壇の実相 明らかにしている。全体の構成・章立てを掲げよう。
序章 　　近世堂上歌壇の幕開け
第一章 　後水尾天皇在位時代の禁中和歌御会第二章 　歌人烏丸光広の生涯第三章 　烏丸光広詳細年表第四章 　三条西実条の歌道初学期第五章 　歌人実 の仕事と評価第六章 　中院通村家集研究第七章 　中院通村の添削指導
　（付） 　仙洞点取御会資料二種
第八章 　和歌聞書における三者像終章 　　全体のまとめ付載資料１『光広卿行状』の翻刻と解説
　　　　２烏丸光広と沢庵の和漢聯句　　 ３三条西実条の詠草二種 （翻刻）
付、実条の江戸下向
　序章で近世堂上歌壇を、後陽成院歌壇から説き起こしているこ
とは、後の後水尾天皇歌壇の論述をより説得力あるものにしている。慶長六年頃
（一六〇一）
より連歌御会が多くなり、慶長一二
年頃から聯句御会が多くなることを年表により示す。慶長一〇年九月一六日に催行された和歌の千首御会
（ 『慶長千首』 ）
に触れ、
後陽成院歌壇の実力者と共に次 後水尾天皇歌壇 担う若手─智仁親王・烏丸光広・三条西実条・中院通村・難波宗勝
（飛鳥井雅胤）
─が頭角を表していることを指摘する。
　第一章では、後水尾天皇在位期の御会資料の分類整理を踏ま
え、慶長二〇年
（元和元年）
初めより後水尾天皇内裏において禁
中御学問講が始まり、その 環として和歌においても稽古の和歌
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御会が定められ、月例で行われたことを述べる。御学問講・稽古歌会には先学の研究があるが、三期に分けられる稽古歌会の第三期の元和八年から二日は実条、九日は光広、一六日は通村が指導する三師の会が催されたとする。その上で、後水尾天皇がいずれの歌会にも出席していることに注目し 天皇が寛永二年
（一六二
五）
の古今伝受を目指して行った和歌修行と意義付ける。
　第二章では、光広の堂上歌人としての生涯を、①「後陽成院歌
壇」②「後水尾天皇歌壇」③「明正天皇歌壇」の三期に分けた上で、和歌御会・詩 御会・連歌御会などへの詠進を跡付け、歌壇の指導者的役割を担っていく様相を論じ 。第二期以降の禁中の『伊勢物語』講釈や後水尾院御製の添削などを強調する。
　第三章は、光広の伝記の年表であり、御会資料のみならず、公
家日記に見える事蹟をも精査した詳密な年譜である。なお、本書には第五章 「三条西実条簡略年表」が、第七章 中院通村簡略年表」がそれぞれ配され、各章の本論の理解を助けている。ただ、いずれの年表 おいても 柳原紀光『続史愚抄』を出典として直接引用しているのは問題がある。 『続史愚抄』が典拠といる史料を「 『続史愚抄』所引……」として明示すべきであり、また典拠の記録そのもの 宮内庁書陵部蔵柳原本に見出されケースも多くある。
　第四章では、三条西実条の歌壇活動について、生年の天正三年（一五七五）
から細川幽斎より古今伝受を受けた慶長九年
（一六〇
四）
までを初学期と捉え、宮内庁書陵部蔵『香雲院右大臣実条公
遺稿』等を基に追尋する。実条は 資
（史）
料が多く残っている
にもかかわらず、専論はこれまで皆無であり、本書において第五章と共に後水尾天皇の初期歌壇で重要な位置に立つ歌人として照明を当てた意義は大きい。細川幽斎・也足
（中院通勝）
の指導、
そして古今伝受について丹念に を進めている。
　第五章は、実条の慶長一〇年の『慶長千首』への出詠以降の生
涯に亘る歌歴の考証であるが、詠歌分析を行いその価値評価 も論が及んでいる。慶長一九年に武家伝奏 補せら 、江戸に下向した折に物名風の誹諧歌を詠んでおり、以後狂歌とも言える詠風に傾倒したことを指摘する。堂上和歌の伝統的な詠み方に対し、実条の歌風を誹諧歌・狂 とする価値認識には、当時の地下派も含めた和歌のあり方を考慮すべきであり、慎重を期す必要があろう。和歌御会へ 出詠、通村へ 添削指導などについて時系列に従って検討する。
　第六章では、先行の通村の家集の伝本研究を踏まえ、京都大学
付属図書館蔵『中院通村 集』
（草稿本）
から故吉田幸一氏蔵『後
十輪院内大臣集』
（清書本、本書では「古典文庫蔵本」と呼称）
への改
稿の流れを重点的に論じる。そして、 『後十輪院内大臣集』 おける『中院通村歌集』の朱点 の除棄や配列の注記の採用・添削傍記・墨点の排除などを指摘す 先行研究では諸伝本 分類整理・添削傍記 変容などに関する論究が存するが、本書では注記・合点などの本文の状態 ついて詳細に検討している。著者は『後十輪院内大臣集』の翻刻である『中院通村家集』
（古典文庫、
二〇〇〇年）
を公刊しており、その作業経過が本章に生かされて
いると言えよう。なお、本章末尾に「通村の歌風について」と題
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する論述があり、①直
（すなお）
を歌の根本とし実を眼目とする
など五点の特徴が挙げられている。その論証に際して国立国会図書館蔵『飛鳥井雅章卿聞書』等の聞書類を援用しており、同時代の批評を踏まえての立論には工夫の跡が認められる。
　第七章は、元和初期
（実際には慶長一九年頃から天皇の歌の相談に
預かっていたとされる）
から生涯に亘る後水尾天皇の御製の添削指
導につい 論じた研究である。添削資料を活用した歌風分析は、近年、近世堂上和歌の 少なからず試み が、本書では後水尾天皇の師乃至歌壇の指導者の視点から論が進められている。すなわち、後水尾天皇や良恕法親王 詠歌の原案→
（第二
案→）
→改作への移行を子細に吟味し、添削の根拠に『源氏物語』
を典拠とすること、また、添削の効果として雅語を使用するに至ることなどを指摘している。そして、元和・寛永期に源氏講釈禁中・女院御所・堂上公家・将軍家において行い、 『源氏物語』に関する豊富な学殖を有していたことを述べている。そして、寛永一五年
（一六三九）
に光広が薨去し、同一七年に実条が薨去し
た後は、通村一人が歌壇の指導者として活躍するとし、慶安元年（一六四八）
の仙洞月次歌会での添削指導を検討する。
　些末なことであるが、本章では、烏丸家・三条西家・中院家が
禁裏小番の内々衆であることを述べ、 『国史大辞典』 「外様」項と内閣文庫本『雲井当時鈔』
（享保三年〈一七一八〉成立）
を典拠とし
て挙げる。ただ、この事項 しては、母利美和「禁裏小番内々衆の再編─後水尾天皇側近衆の動向」
（ 『日本史研究』二二七、一九
八五）
・本田慧子「近世の禁裏小番について」
（ 『書陵部紀要』四一、
一九 九
など同時期の記録を用いた詳しい論文がある。現状で
も本書の論述は動かないものの、各家の当主が後水尾天皇に親近し得た社会的・制度的背景に 触れて欲しかった。
　第八章では、 『尊師聞書』
（飛鳥井雅章述・心月亭孝賀記）
・ 『麓木抄』
（後水尾院・道晃法親王述・霊元院記）
などの和歌聞書で、 光広・実条・
通村がどのように語られ位置付けられているかを論じている 和歌聞書における各人の評価が前章までの意義付けと関わっ点を述べる。例えば、実条は『尊師聞書』 ・ 『和歌聞書』
（三条西実
教述・正親町正豊記）
などに歌が下手で弟子を納得させられない人
物として描かれている。そこから第五章で扱った実条の紀行の誹諧歌を想起させるといった具合である。
　本書は、論文集としての体系性・求心性を顧慮してか、後水尾
天皇が退位してからの 壇動向に関する扱いが禁欲的であり、光広・実条・通村の伝記考証の範囲で触れ に留まる。しかしながら、著者は既に、後水尾院によ 明暦三年
（一六五七）
と寛文四
年
（一六六四）
の二度の古今伝受の聞書の翻刻を、 『後水尾院講釈
聞書』
（笠間書院、二〇〇九年）
として刊行している。後水尾院が
師となり添削指導を行った いわゆる『万治御点』に集った歌人達、道晃法親王・飛鳥井雅章・日野弘資・烏丸資慶・中院通茂らについても今後探究が進むことを期待 つつ筆 擱きた 。
（二〇一〇年九月 　おうふう 　Ａ５判 　五一七頁 　税別一三〇〇〇円）
